
国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�
開 会 点 鐘／12：30�
国 歌 斉 唱�
ロータリーソング／我らの生業�
内　　　容／「外国人には理解できない�
　　　　　　　　　日本人の習慣や行動 」�
　　　　　　国際奉仕委員会�
　　　　　　ライデン大学客員教授 岩田弥富様 �
会 員 慶 事�
☆誕生日�
　2月11日　深沢　昭三 君�
☆結婚記念日�
　2月 7日　戸栗　太平・久美子様ご夫妻     �
☆夫人誕生日�
　2月 8日　渡邊　巌 君ご夫人 洋　子様    �
　2月10日　勝又　誠 君ご夫人 通　子様�
☆連続出席 �
　1月30日　橋本　喜市 君 （７年間）�
　2月 2日　根上　眞一 君 （９年間）�

次回2月12日の例会�

１８３１回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�

　１月も最終例会となりました。

Ｒ理解推進月間でもありますので、

ＲＩから先日到着した２００２～２００３年度の年次報

告書について触れてみたいと思います。   �

　ビチャイ・ラタクル前年度会長は、世界中の

地域社会において、草の根レベルでロータリア

ンが如何にして「慈愛の種を播いた」かと前置

きして、長期目標の一つである「平和及び紛争

解決の分野の国際問題研究」のためのＲセンター

へ、７０名の「Ｒ世界平和奨学生」の第一期生を

派遣した事業を始め、『この不確定な時代、そ

して激動の時代に、ロータリアンはより良い世

界の創造という大きな課題に向けて立ち上がり

ました。戦争や政情不安、経済の低迷の中、私

たちは慈愛の行動をもって応えてきました。』

と総括しています。   �

２００３年６月３０日現在の�

　クラブ総数…３１，５６１クラブ   �

　ロータリアン…１，２２７，５４５名（１６６カ国）   �

　ＲＡＣ…７，５５２クラブ   �

　ＩＡＣ…９，１６４クラブ　　　　　　　　   �

　Ｒ地域社会共同体…５，２５３地区   �

　財務状況は、６０.５の収入総額に対して６２．２の支出、

総資産は１１３.２と報告しています。（単位：１００万米＄）   �

　一方、Ｒ財団への寄附総額は、ロータリー史上に

おける如何なる年度の寄附も超え、金融市場におけ

る２年間の困難な時期をやり過ごし、投資が望まし

い収益を生み始めて、評価実績が顕著な上向き状況

に好転しつつあり、４６６.４の純資産であるとの報告です。   �

　支出は人道的プログラム・ポリオプラス・教育的

プログラムの順で、教育的補助金（奨学金・ＧＳＥ）の

受領国はアメリカに次いで日本が２位、韓国・台湾・

ドイツ・オーストラリア・イタリア・インドと続い

ています。詳しくは、ＲＩのウェブサイトをご覧く

ださい。�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ５４名� ９１.５３％�１００.００％�

勝間田豪亮君　1月16日　裾　　野    �

高村　繁男君　1月16日　裾　　野 �

林　　由行君　1月21日　Ｇ Ｒ Ａ    �

井口　修一君　1月27日　伊豆中央�

●メーキャップ�
　　　　（4名）�

●欠席者（5名）�
　根上眞一君・根上陽一君・小野寛幸君・芹澤正明君
　林　　準君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●今年もまたお世話になります。　長泉ＲＣ・石垣泰弘様 

Ⅰ. Ｍｉｓｓｉｏｎ…我々は、果たします。   �

①我が国の防衛…本来は「我が国に対する外国の侵

　略を未然に防止するとともに、万一侵略があった

　場合に対処する」ことを中心的な役割としています。   �

②各種事態への適切な対応…緊急事態や大規模な自

　然災害などの事態に対し、地方公共団体などと緊

　密に調整・連携しながら適切に対処して、人命や

　財産を保護します。   �

③より安定した安全保障環境の構築への貢献…「国

　際平和協力業務（ＰＫＯ、人道的な国際救援活動）」

　や「国際緊急援助活動」などにより、国際協力の

　推進に寄与するとともに、安全保障対話・防衛交

　流推進及び国連が行なう軍備管理・軍縮分野への

　協力をしています。   �

④地域社会への貢献…自衛隊の組織・装備・能力を

　生かして、国民生活の安定に寄与するための活動

　を行なっています。   

Ⅱ. Ｔｒａｉｎｉｎｇ…我々は、鍛えています。�

①教育訓練…隊員一人一人の心身を鍛え、職務遂行

　に必要な知識や技能の修得・向上を図っています。

　更に、隊員個々の能力を組織として結集し、より大

　きな力を発揮できるように訓練を積み重ねています。    �

②研究開発…諸外国の技術水準の動向に対応できる

　ように、ハイテク装備の研究開発に努めています。    �

�  　    �

Ⅲ. Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ…我々は、変わります。    �

①陸上自衛隊の改革方向…「質が高く、実効性のあ

　る陸上自衛隊」を目指し、平成９年度から創隊以

　来の体制改革に取り組んでいます。    �

　　常備自衛官を減らし、１８万人から１６万人体制を

　目指し、組織のコンパクト化を図っています。（常

　備自衛官１４.５万人、即応予備自衛官１.５万人）    �

　　戦車や特科装備などの主要装備の規模を削減す

　るとともに、多様な事態に対処していくため、装

　備を近代化して機能と質を高めます。    �

　　陸上自衛隊は、昭和２５年警察予備隊として発足

　以来５３年が経ち、富士学校も今年５０周年の節目を

　迎えます。自衛隊は「存在意義を認めてもらう時代」

　から「行動して評価される時代」へ移行しました。

　求められる多様な役割において、与えられた条件

　の下、与えられた任務を完遂すべく精進努力して

　おりますので、激励してください。�

「多様な事態への対応」�
富士学校広報課　中島　宏明様 


